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歳 入

２

勝浦町議会３月定例会において、平成14年度の一般会計、勝浦病
院事業等の特別会計当初予算が議決されました。
一般会計予算の総額は33億1，800万円で、前年度当初予算に比べて
２億970万円（5．9％）の減となりました。

33 1，800億 万円

平成14年度 一般会計当初予算

自動車取得税交付金 23，081千円 0．7％

地方消費税交付金 55，538千円 1．7％

利子割交付金 14，783千円 0．4％

地方譲与税 54，073千円 1．6％

地方特例交付金 15，480千円 0．5％

町 税
413，051千円
12．4％

地方交付税
1，744，666千円
52．6％

県支出金
276，699千円
8．3％

町 債
308，700千円
9．3％

交通安全対策特別交付金 1，000千円 0．0％

分担金及び負担金 11，740千円 0．4％

使用料及び手数料 65，126千円 2．0％

国庫支出金 89，005千円 2．7％

諸収入 55，603千円 1．7％

繰越金 80，000千円 2．4％

繰入金 104，061千円 3．1％
寄附金 1千円 0．0％
財産収入 5，393千円 0．2％

特別会計名 当初予算額

国 民 健 康 保 険 736，936
簡 易 水 道 事 業 28，324
住宅新築資金等貸付 14，414
農業集落排水事業 27，313
老 人 保 健 1，006，745
介 護 保 険 583，000

勝浦病院

事 業

収益的
収入 832，000
支出 832，000

資本的
収入 40，920
支出 61，386

千円

主な普通建設事業

平成９年度 4，642，000

平成10年度 4，053，000

平成11年度 4，005，000

平成12年度 3，782，100

平成13年度 3，527，700

平成14年度 3，318，000

一般会計当初予算規模の推移
千円町単道路改良事業 89，689

ふるさと農道緊急整備事業 52，118

道 路 改 良 事 業 50，012

農 業 振 興 事 業 41，076

広域農道整備事業 34，501

林 道 開 設 事 業 28，857

辺 地 対 策 事 業 25，004

県単急傾斜崩壊対策事業 15，011

合併浄化槽推進事業 12，340

平成14年度 特別会計予算

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３

性質別
歳 出

目的別
歳 出 民生費

417，445千円
12．6％

総務費
838，052千円
25．3％

衛生費
224，660千円
6．8％

農林水産業費
350，944千円
10．6％

土木費
243，704千円
7．3％

教育費
284，576千円
8．6％

公債費
833，389千円
25．1％

議会費 55，560千円 1．6％予備費 13，000千円 0．4％

災害復旧費 13，421千円 0．4％

商工費 8，288千円 0．2％

消防費 34，961千円 1．1％

人件費
899，059千円
27．1％

物件費
473，606千円
14．3％

補助費等
202，370千円
6．1％

普通建設事業費
439，461千円
13．2％

公債費
833，639千円
25．1％

繰出金
302，068千円
9．1％

予備費 13，000千円 0．4％

維持補修費 13，904千円 0．4％
扶助費 117，520千円 3．5％災害復旧事業費 13，421千円 0．4％

貸付金 9，210千円 0．3％
投資及び出資金 20千円 0．0％

積立金 722千円 0．1％

勝
浦
町
の
財
政
構
造
は
、
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
が
少
な
く
、
国
や
県
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ひ
っ
迫
し
た
国
・
県

の
財
政
状
況
の
直
接
的
な
影
響
が
憂
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
地
方
債
残
高
は
、
平
成
十
三
年
度
末

で
約
五
十
八
億
円
と
す
で
に
予
算
規
模
を
大

き
く
上
回
り
、
償
還
に
伴
う
財
政
の
硬
直
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、
地
方

公
共
団
体
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
従
来
に
も
ま
し
て
、
効
果
的
効
率

的
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成
十
二
年

十
月
に
策
定
さ
れ
た
新
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
書
に
基
づ
き
、
経
費
の
節
減
合
理
化
を

行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
計
画
的
か
つ
、
重

点
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
厳

し
い
財
政
状
況
下
で
あ
っ
て
も
「
清
流
に

緑
映
え

人
輝
く
ま
ち

か
つ
う
ら
」
の
実
現

を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



４

勝
浦
町
職
員
配
置
図

税
務
課

（
２
-1503）

住
民
課

（
２
-1501）

産
業
振
興
課

（
２
-1505）

建
設
課

（
２
-1506）

総
務
課

（
２
-2511）

参
事
兼
課
長
秋
本
正

課
長
補
佐
秋
成
ふ
み
よ

課
長
補
佐
大
島
信
明

課
長
補
佐
倉
坪
泰
幸

係
長
山
田
徹

係
長
野
上
武
典

係
長
坪
井
泰
博

主
事
海
川
好
史

主
事
石
木
正
昭

主
事
湯
浅
み
ゆ
き

主
事
大
上
誉
司

主
事
補
中
田
敦
士

主
事
補
宮
本
卓

用
務
員
上
西
智
子

課
長
島
恵
次

課
長
補
佐
今
川
和
人

係
長
伊
丹
眞
悟

係
長
松
本
重
幸

係
長
大
西
博
己

主
事
小
林
清
美

主
事
藤
井
小
百
合

課
長
山
平
志
信

課
長
補
佐
松
田
常
男

係
長
岡
本
重
男

主
事

和
夫

主
事
寺
尾
由
美

主
事
正
瑞
美
佳
子

主
事
上
村
和
也

主
事
補
花
岡
忍

主
事
補
多
田
尚
弘

福
祉
課

（
２
-1502）

課
長
光
井
雅
己

課
長
補
佐
兼
坂
部
幸
子

勝
浦
会
館
次
長

課
長
補
佐
秋
本
恵
美
子

課
長
補
佐
定
作
光
子

課
長
補
佐
岩
佐
誠
明

課
長
補
佐
福
山
千
佳
子

係
長
久
木
喜
仁

係
長
味
間
恵
子

保
健
師
松
本
澄
世

保
健
師
松
崎
妙

主
事
補
上
野
弘
一
朗

用
務
員
田
辺
義
弘

課
長
戸
川
茂
一

課
長
補
佐
玉
置
守

課
長
補
佐
宮
浦
富
雄

課
長
補
佐
前
田
晃
司

係
長
穏
台
千
鶴

係
長
河
野
稔
彦

主
事
補
松
田
悦
昭

書
記
笠
松
正
利

課
長
坂
井
芳
久

課
長
補
佐
柳
澤
裕
之

課
長
補
佐
豊
岡
和
久

技
師
笠
木
義
弘

技
師
後
藤
信
之

主
事
岩
田
佐
智
子

技
師
西
浜
浩
史

技
手
高
田
悦
尚

理
事
数
藤
淳
一

助
役
倉
橋
孝
明

町
長
川
口
幸
一

収
入
役
松
浦
照
雄

電
算
室

（
２
-2512）

保
育
所

生
比
奈

（
２
-3077）

横
瀬

（
２
-2246）

所
長
志
摩
道
子

主
任
保
育
士
鈴
木
倫
子

保
育
士
圓
乗
安
代

保
育
士
木
村
美
枝

保
育
士
斎
雅
子

保
育
士
青
山
美
恵
子

調
理
員
湊
清
美

所
長
林
美
智
子

主
任
保
育
士
寺
尾
弘
恵

主
任
保
育
士
西
嶋
喜
美

主
任
保
育
士
神
子
家
素
恵

保
育
士
阿
望
美
登
里

保
育
士
増
田
瑞
穂

保
育
士
松
坂
敦
子

調
理
員
勢
田
澄
子

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
２
-4649）

住
民
課
長
兼
山
平
志
信

所
長

次
長
松
下
義
和

用
務
員
根
木
功

用
務
員
林
健
次

収
入
役
室

係
長
新
居
廣
子

位
置
図

※
教
育
委
員
会
、
議
会

事
務
局
、
電
算
室
は

じ
め
役
場
出
先
機
関

に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

男
Ｗ
Ｃ

女
Ｗ
Ｃ

収
入
役
室
収入役

福
祉
課

（
2－
1502）

社
会
福
祉
係
・
児
童
福
祉
係

予
防
係
・
保
健
係
・
高
齢
係

障
害
係
・
介
護
保
険
係

入
口
フ
ロ
ア

受
付

住
民
課

（
2－
1501）

住
民
係

国
民
年
金
係

選
挙
係

環
境
係

住
宅
係

町
長

税
務
課
（
2－
1503）

町
民
税
係
・
固
定
資
産
税
係

収
納
係
・
国
民
健
康
保
険
係

諸
税
係
・
庶
務
係

総
務
課

（
2－
2511）

行
政
係
・
財
政
係
・
人
事
係

企
画
係
・
広
報
公
聴
係

管
財
係
・
防
災
係
・
電
算
係

建
設
課

（
2－
1506）
産
業
振
興
課

（
2－
1505）

土
木
係

基
盤
整
備
係

建
築
係

県
営
事
業
係

庶
務
係

農
林
業
振
興
係

商
工
係

観
光
係

庶
務
係

助
役

理
事

と
く
し
ま
地
域

政
策
研
究
所

研
究
員
山
田
徹

１
市
４
町
合
併

検
討
協
議
会
事
務
局

班
長
倉
坪
泰
幸

局
員
中
田
敦
士



５

勝
浦
病
院

（
２
-2555）

院
長

平
賀

隆

副
院

長
小

西
康

備
内
科
医
師

澤
優

子
薬

局
長

峯
公

子
薬

剤
師

正
瑞

嘉
久

診
療
放
射
線

森
本

康
代

技
師

検
査
技
師

横
田

玲
子

検
査
助
手
兼

松
田
千
恵
子

看
護

師

理
学
療
法
士

清
田

美
和

理
学
療
法
士

平
畠

美
幸

理
学
療
法
士

武
市

明
看
護
師
長

坂
田
ヒ
ナ
子

主
任
看
護
師
吉

守
節

子
看

護
師

登
家

高
子

看
護

師
石
尾
美
恵
子

看
護

師
入

田
廣

美

看
護

師
大

西
富

子
看

護
師

山
口
真
理
子

看
護

師
泉

原
孝

子
看

護
師

日
浦

勝
子

看
護

師
稲

岡
清

子
看

護
師

岡
本
美
智
子

看
護

師
澤
野
り
き
江

看
護

師
中

陽
裕

美

看
護

師
中

川
美

穂
看

護
師

久
保

君
代

看
護

師
松

下
洋

子
看

護
師

久
木

章
看

護
師

福
野

千
代

看
護

師
小

川
由

子
看

護
師

上
岡
美
代
子

看
護

師
森

下
由

枝
事
務
局
長

石
尾

治
美

次
長

幸
野

照
子

次
長

谷
添
美
津
子

次
長

前
田

泰
子

主
事

松
本

博
文

主
事

中
瀬

弘
晴

用
務

員
鶴

本
良

昭

用
務

員
森

本
秀

則
栄

養
士

坂
口

文
子

調
理

員
呑

口
早

苗
調

理
員

河
野
岐
三
代

調
理

員
森
上
や
よ
い

調
理

員
宮

下
朝

子
調

理
員

新
居
美
代
子

住
民

課

多
田

尚
弘

建
設

課

高
田

悦
尚

教
育
委
員
会

山
下

歩

勝
浦
病
院

森
下

由
枝

給
食
セ
ン
タ
ー

濱
松
世
津
子

紹介します

新規採用職員

教
育
委
員
会

教
育
長

松
浦

一
博

議
会
監
査
委
員

事
務

局
（

２
-2513）

局
長

国
清

一
治

次
長

坂
田

敬
子

事
務

局
（

２
-2515）

局
長

福
徳
ヤ
ス
エ

次
長

藤
田

都
係

長
笹

山
芳

宏
主

事
北

峰
伸

治
主

事
補

柳
田

優
子

書
記

山
下

歩
用

務
員

原
晴

美

給
食

セ
ン

タ
ー

（
２
-3096）

教
育

委
員

会
事

福
徳
ヤ
ス
エ

務
局

長
兼

所
長

調
理

員
三

好
君

代
調

理
員

樫
本

由
紀

調
理

員
岡

久
美
子

調
理

員
中

実
千
枝

調
理

員
栗

坂
早

苗
調

理
員

濱
松
世
津
子

勝
浦
会
館

（
２
-3305）

福
祉

課
長

補
佐

坂
部

幸
子

兼
次

長

横
瀬
小
学
校

（
２
-2009）

用
務

員
谷

口
和

枝

生
比
奈
小
学
校

（
２
-3004）

用
務

員
岡
本
ひ
ろ
子

勝
浦
中
学
校

（
２
-2591）

用
務

員
清

水
敏

子



machikado sanpomichi

春
う
ら
ら
か
な

陽
気
の
中
、
と
び
っ

き
り
お
い
し
い
勝
浦
産

牛
肉
を
食
べ
て
も
ら
お
う

と
三
月
三
十
一
日

星
谷
橋
周

辺
に
お
い
て
、
畜
産
組
合
主
催
・
勝
浦
町
後
援

に
よ
る
畜
産
フ
ェ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

畜
産
組
合
で
用
意
し
た
百
㎏
の
牛
肉
が
無
料

で
集
ま
っ
た
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
約
三
百
名

に
配
ら
れ
、
参
加
者
ら
は
さ
っ
そ
く
炭
火
に
網

を
か
け
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
九
月
狂
牛
病
が
発
生
し

風
評
被
害
な
ど
で
牛
肉
の
需
要
が
落
ち
込
ん
で

い
る
の
を
安
全
で
お
い
し
い
牛
肉
を
安
心
し
て

食
べ
て
い
た
だ

き
、
消
費
拡
大

を
図
る
た
め
初

め
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。
会

場
で
は
、
パ
ネ

ル
や
ポ
ス
タ
ー

を
展
示
す
る
と

と
も
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
り

安
全
性
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

これは、平成12年４月に

始まった中山間地域等直接

支払制度に参加している農

家が農業意識を高めさらな

る農業振興を図るため開かれ、

協定参加26集落から受付、駐車

場係りなど、役割分担を決めて

参画いただくとともに沼江、星

谷、棚野大谷、横瀬立川、坂本

松尾の５集落の代表から取組事

例などが発表されました。

基調講演として、中国四国農

政局から森 康夫先生を講師に

お招きして、制度の概要や農政

局管内の現状などが報告され、

特に本町各集落の皆さんのご努

力とご協力によりまして、本事

業推進が積極的に進められ、平

成12年、13年度とも県下１の実

績を達成した事におほめの言葉

もいただきました。

また、写真コンクール表彰式

も行われ結びに当たっては、中

角西集落長田善広様の団結ガン

バロウの音頭によりまして参加

者全員の結束が図られました。

テーマ「集落協定のレベルアップ大作戦」と題して

中山間地域活性化大会が桜の花満開の３月30日 勝浦
町農村環境改善センターにおいて集落協定参加者約300
名の参加の下、盛大に行われました。

最優秀「手入れのあとで」 坂本松尾集落

優秀「家族総出の稲刈り」 坂本下集落

入選「農道の草刈」 沼江集落 入選「改植みかん園」 産業振興課

勝浦町中山間地域活性化大会開催される

写真コンクールの成績

６

（日）



まちかど散歩みち
春の交通安全運動が４月６日から15日までの10日間

実施されました。

本町では運動期間中の12日に生比奈小学校校庭で交

通安全教室を開催。全児童(182人)と老人クラブ連合会

の20名が参加して、ダミー人形を使った巻き込み事故、

衝突事故の再現を見学しました。

実験終了後、警察官から、交通事故の怖さと一人ひとり

が守る交通マナーの大

切さを呼びかけました。

今後も本町から交通

事故、死亡事故をおこ

さないために町民すべ

ての方が交通安全に気

をつけましょう。

2001年度バレーボール徳島県小学生新人大会が

県下110チームが参加し、３月23日から25日にかけ

て、小松島市立体育館など２会場で開催されました。

生比奈クラブは、１回戦で市場を２－０で完勝

すると、２回戦では、前年度優勝チームの川上若

あゆを２－０で下し、続いて山川、日和佐、鷲敷

児安を連破し、決勝に進出。

決勝では北斗七星に
○ 13－21 ○ 21－14 ○ 16－21

と惜敗し、準優勝となりました。

選手たちは、この悔しさをばねにし、６月23日

から行われるペプシカップに向けて、県代表を目

指し、全員一丸となって練習に励んでいます。

の交通安全運動

松本和訓

福田和貴

徳島県選抜メンバーに 勝中生２名

松本和訓くん 福田和貴くん

３月28日から30日の３日間東京で開催された、第

15回都道府県対抗ジュニアオールスターバスケット

ボール大会に徳島県選抜メンバーとして、勝中生２

名が出場しました。

全国47都道府県代表の中学生選抜チーム男女48チー

ムが熱戦を展開しま

した。

徳島県チームは、

予選リーグ茨城県・

愛知県と対戦しまし

たが、両試合とも僅

差で敗退しました。

僕は、身長193㎝の大きな相手と対戦したこ
とで自信がついたし、この大会で得た貴重な
体験や経験をいかし、これからの大会では、
優勝を目指して日々努力していきたいです。

僕は、この県代表チームと一緒に遠征で試
合をやってきました。プレイタイムは短かっ
たけど、この経験を今後にいかしたいです。

生比奈クラブ
県大会 準優勝

！
（山西） （生名）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

平
成
七
年
か
ら
小
松
島
市
青
少
年

補
導
セ
ン
タ
ー
専
門
補
導
員
（
勝
浦

郡
担
当
）
と
し
て
七
年
間
勝
浦
町
の

青
少
年
健
全
育
成
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
青
黄
茂
明
さ
ん
が
、
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
同
セ
ン
タ
ー
を

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
に
あ
た
り
奨
学
金
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
と
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
面
を

借
り
ま
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し

て
長
い
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

後
任
は
勝
浦
町
棚
野
の
河
野
精
二

さ
ん
で
す
。

青黄茂明 さん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

河野精二さん

▲ 左から 松本くん 福田くん

７



８

う
ら
ら
か
や
各
駅
停
車
の
一
人
旅

風
光
る
窓
み
な
開
け
て
遍
路
バ
ス

板
本

板
東
征
二

甲
子
園
鳴
工
ナ
イ
ン
風
光
る

川
一
つ
隔
て
た
家
や
月
お
ぼ
ろ

坂
本

山
口
昭
市

う
ら
ら
か
や
故
郷
の
空
に
鳶
が
舞
う

門
柳
な
び
く
老
舗
や
藍
の
れ
ん

坂
本

池
谷
武
久

う
ら
ら
か
や
人
情
ふ
か
き
村
に
老
ゆ

風
光
る
高
原
に
建
つ
風
車
か
な

坂
本

仙
才
よ
し
こ

ク
リ
ー
ク
の
蘇
州
を
し
の
ぶ
柳
か
な

風
光
る
浜
は
豊
漁
の
地
引
網

坂
本

仙
才

清

風
光
る
真
っ
只
中
に
母
校
か
な

終
バ
ス
の
着
き
た
る
村
や
月
お
ぼ
ろ

坂
本

新
居

晋

う
ら
ら
か
や
棚
田
の
里
の
風
の
色

靜
け
さ
や
月
も
お
ぼ
ろ
に
過
疎
の
村

坂
本

中
山

治

花
散
り
し
桜
の
梢
に
月
お
ぼ
ろ

坂
本

椎
野
吉
次

健
や
か
な
曾
孫
の
笑
顔
風
光
る

う
ら
ら
か
や
鳥
居
く
ぐ
り
の
人
行
け
り

坂
本

美
馬
直
枝

釣
り
上
げ
し
魚
春
光
を
集
め
け
り

産
休
の
ナ
ー
ス
に
桃
の
花
咲
き
ぬ

中
山

山
下
房
雄

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
桜
花
見
に
手
拍
し
で

池
の
鯉
ミ
ラ
レ
桜
に
影
さ
し
て

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

呆
然
と
カ
ー
テ
ン
越
し
や
山
笑
う

コ
ン
ク
リ
道
割
け
目
の
タ
ン
ポ
ポ
胴
太
し

生
名

石
田
白
萩

穏
や
か
な
盆
地
の
里
は
春
が
す
み

安
ら
か
に
よ
み
じ
の
庭
に
花
吹
雪

生
名

小
西
典
子

遠
足
の
殿
り
教
師
と
手
を
つ
な
ぎ

若
葉
冷
え
末
社
は
一
灯
も
て
足
り
る

生
名

丸
山
香
月

分
け
あ
え
ぬ
切
な
さ
癒
や
す
花
遍
路

潮
さ
そ
う
幼
な
子
連
れ
や
浜
の
春

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

街
道
を
貫
く
彼
方
山
笑
ふ

水
温
む
田
螺
も
畦
に
出
て
な
け
り

沼
江

駒
津
光
洋

地
に
落
ち
て
形
く
づ
さ
ぬ
紅
椿

や
わ
ら
か
き
寝
息
の
外
は
春
の
雨

沼
江

大
川
冨
美

陽
に
溶
け
て
霞
は
雲
に
吸
は
れ
け
り

青
空
の
市
や
春
め
く
色
並
ぶ

沼
江

中
井
清
二
郎

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で
は

な
く
、
町
民
誰
で
も
随
意
に
投
句
出
来

ま
す
。
ま
た
、
作
品
に
優
劣
や
順
位
を

つ
け
た
り
添
削
等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。

多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

（
係
）

次
回
作
品
募
集

五
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

六
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

詩
の
こ
み
ち
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

短
歌
一
人
一
首

川
柳
一
人
一
句

あ
て
先

中
角

豊
田

明

俳
句
一
人
二
句

締
め
切
り
日

い
ず
れ
も
五
月
二
十
日

わ
た
し
の
作
品

こ
の
度
、
日
本
一
に
輝
い
た
野
球
少
年
が

い
ま
す
。
大
谷
佳
弘
君
（
久
国
）
谷
本
明
弘

君
（
棚
野
）
柏
原
弘
季
君
（
山
西
）
の
三
人
。

三
人
は
昨
年
秋
、
全
日
本
少
年
硬
式
野
球

連
盟
徳
島
松
南
ボ
ー
イ
ズ
に
入
団
。
春
季
全

国
大
会
（
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
、
倉
敷

マ
ス
カ
ッ
ト
球
場
他
）
に
出
場
し
、
柏
原
君
は

左
の
エ
ー
ス
、
谷
本
君
は
捕
手
、
チ
ャ
ン
ス

メ
ー
カ
ー
、
大
谷
君
は
決
勝
で
の
大
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
で
優
勝
へ
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

三
人
と
も
小
学
校
時
代
最
高
の
思
い
出
が

で
き
た
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

おおめめ
ででととうう!!!! 日日本本一一

machikado sanpomichi

大 谷 佳 弘 君
（久国）

谷 本 明 弘 君
（棚野）

柏 原 弘 季 君
（山西）

左から



９

日時 ５月18日 午後１時30分開演

場所 小松島市「ミリカホール」

内 容 １部「１市４町の首長にきく」
２部「パネルディスカッション」

出演者 パネリスト 各市町の住民各１名
オブザーバー 各市町の首長
コーディネーター 若山浩司氏（四国大学教授）

※当日、送迎バスを用意します。
（詳しくは、別途折り込みパンフレットを参照してください。）

４月24日
平成14年度勝浦川・那賀川流域間１市
４町合併検討協議会総会が開催される
３月５日に設立された勝浦川・那賀川流域間１市
４町合併検討協議会の平成14年度総会が、４月24日
小松島市のミリカホールにおいて開催されました。

協議された内容

１ 平成13年度事業実績及び収支決算報告について
２ 協議会規約等の改正について
３ 協議会役員の改選について
４ 平成14年度事業計画案について
５ 平成14年度収支予算案について

Part 10

３月５日、１市４町合併検討協議会が設立され、４月１日からはその事務局体制が

組織されて、いよいよ本格的に合併への検討が進み始めました。

勝浦町でも、合併推進へのご理解を深めていただくとともに、住民の皆さんのご意

見をお聴きするため、市町村合併地区説明会を12地区で開催しました。残りの４地区

についても５月中旬までに実施する予定です。また、会合などの際ご希望があれば、

合併問題の出張講座にも出向きますので、役場総務課までご連絡ください。

これまでに開催された説明会での住民の皆さんが抱いてる様々な不安や疑問点と、

それに対する回答を数点ピックアップし、ご紹介します。

地区説明会12地区で開催!

勝浦病院の存続はどうなるのか？
勝浦町では福祉と農業の町を基本に取り組

んできており、今後、設置される法定協議会

で新たに策定されるまちづくりの計画におい
ても、この地域は病院を中心とした福祉の町

という特色が生かせるよう努めていきたい。

法定協議会に移行したら、住民
の意見が入る余地はないのか。
法定協議会では、まちづくりの計画を策定

することとなるが、この計画づくりに住民

が参画することとなる。また、計画の素案

ができれば、再度住民への説明会を開催し

たいと考えている。さらに、合併後旧市町

村単位でつくることができる地域審議会を

設置し、住民の参画をいただき、バランス
の取れたまちづくりを進めることができる。

このように、住民の意見を十分に反映し、

よりよい方向で合併を進めていきたい。

合併後、本庁の位置が都市部に
なると、勝浦町や上勝町はより
過疎化が進むのでないか？
法定協議会において、構成市町が検討する
項目の一つに庁舎の位置があり、仮に本町

に本庁舎が置かれない場合、住民サービス

が低下しないよう、支所等を設置して窓口

機能の充実に努めたい。また、地域審議会

の設置など、本町が他の地域と比べて不公

平にならないような制度の導入も考えられ

る。

近隣市町への道路は、いずれも
整備が遅れている。合併を契機
に整備促進が図れないか？
国の合併支援メニューのひとつに、合併市
町村を結ぶ道路整備を優先採択するという

ものがある。今後、これらの支援策の可能

性を探っていきたい。

問 1
答

問 2

答

問 3

答

問 4

答

市町村合併を考えるリレート ーク

とくしまウェーブ21
in小松島･勝浦･上勝･那賀川･羽ノ浦

「市町村合併」

（水）

（日）
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日

時

五
月
二
十
六
日

午
後
一
時
か
ら

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

演

題

「
豊
か
な
子
育
ち
親
育
ち

―
学
校
週
五
日
制
を
考
え
る
―
」

午
後
一
時
四
十
五
分
か
ら

毎
年
町
民
の
方
を
対
象
に
し
て
、
社
会

総
合
大
学
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
そ
の
記

念
行
事
と
し
て
「
文
化
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

講
師
は
、
内
田
玲
子
氏
で
す
。
先
生
は

家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
、
ぜ
ひ

ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

毎
回
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
オ

レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
今
年
も
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
荘
は
開
設
十
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
今
回
空
く
じ
無
し
の
大
抽
選

会
を
行
い
豪
華
景
品
を
た
く
さ
ん
用
意
い

た
し
て
お
り
ま
す
。（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
自

転
車
、
炊
飯
器
等
空
く
じ
な
し
）

送
迎
バ
ス
も
出
ま
す
の
で
皆
さ
ま
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時

五
月
十
八
日

午
後
六
時
四
十
五
分
か
ら
九
時

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内

容

○
職
員
に
よ
る
介
護
劇
○
×
ク
イ
ズ

「
家
に
お
ら
ん
で
パ
ー
ト
７
」

～
介
護
保
険
っ
て
ど
ん
な
ん
で
え
～

○

歌
謡
浪
曲天
光
軒
満
月
シ
ョ
ー

○

大
抽
選
会
（
空
く
じ
な
し
）

入
場
料

無

料

問
い
合
わ
せ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

オ
レ
ン
ジ
荘

二
―
三
七
〇
〇担当

山
口

日

時

五
月
十
九
日

午
前
九
時
か
ら

雨
天
中
止

午
前
九
時
に
勝
浦
町
役
場
前

に
集
合
し
、
各
自
の
車
で
現
地

へ
出
発
し
ま
す
。

参
加
料

百
円
（
保
険
料
と
し
て
）

勝
浦
町
化
石
研
究
会
（

長
吉
会
長
）

が
毎
年
春
に
、
現
地
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

講
師
は
、
敏
鎌
謙
次
氏
（
久
国
）
に
お

願
い
し
、
棚
野
立
川
方
面
で
開
催
し
ま
す

の
で
参
加
希
望
者
は
五
月
十
日
ま
で
に
教

育
委
員
会
事
務
局

二
―
二
五
一
五
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
参
物

岩
石
ハ
ン
マ
ー
、
タ
ガ
ネ
、
手

袋
、
古
新
聞
、
マ
ジ
ッ
ク
、
雨

具
、
昼
弁
当
、
水
筒
、
ジ
ュ
ー

ス
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等

ま
た
、
当
日
は
マ
ム
シ
対
策

と
し
て
登
山
靴
か
長
靴
等
、
山

歩
き
に
適
し
た
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

イベント
催し物

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura.tokush ima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokushima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokush ima.jp

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuu ra.tokushima.jp

情報アラカルト

勝
浦
町
社
会
総
合
大
学

開
校
式

教
育
委
員
会

「
第
七
回
ほ
の
ぼ
の
オ
レ
ン
ジ

セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
の
お
知
ら
せ

福

祉

課

勝
浦
町
化
石
研
究
会

研

修

会

教
育
委
員
会

内 田 玲 子 氏

（土）

（日）

（日）
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第
九
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

町
予
選
出
場
チ
ー
ム
募
集

教
育
委
員
会

募 集
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
阿
波
勝
浦
井
戸

端
塾
は
、
三
月
二
十
日
付
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
特
定
非
営
利
活
動
）
法
人
阿
波
井
戸
端

塾
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾
は
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
信

用
度
を
高
め
、
組
織
基
盤
の
強
化
を
図
る

目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
、

①
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
の
運
営
と
人
形
文
化

の
継
承

②
恐
竜
の
里
の
管
理
、
整
備
に
よ
る
化
石

資
源
の
保
存
と
景
勝
地
の
Ｐ
Ｒ

③
町
出
身
者
と
の
連
携
に
よ
る
都
市
と
農

村
の
交
流

④
町
内
施
設
の
受
託
に
よ
る
管
理
運
営
な

ど
の
事
業

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
会
員
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
所
定
の
会
員
申
込
書
に
記

入
し
、
会
費
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

会
員
申
込
書
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す

会

費
正
会
員

年
会
費

個
人
三
千
円

団
体
三
万
円

賛
助
会
員

年
会
費

個
人
一
万
円

団
体
五
万
円

準
会
員

年
会
費

個
人
壱
千
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
棚
野

殿
川
武
男

二
―
二
三
六
一

第
九
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
町
予
選
出
場
希
望
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
及
び
軟
式
野
球
は
登
録

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
予
選
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム
は
五
月

二
十
日

ま
で
に
町
教
育
委
員
会
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
予
選
は
六
月
中
旬
以
降
に
実

施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

部

門

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

成
年
男
子
の
部
（
十
八
～
三
十
九
歳
）

壮
年
男
子
の
部
（
四
十
歳
以
上
）

実
年
の
部
（
五
十
歳
以
上
）

エ
ル
ダ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス

【
軟
式
野
球
】

成
年
の
部

（
社
会
人
で
年
齢
制
限
無
し
）

壮
年
の
部
（
四
十
歳
以
上
男
子
）

参
加
資
格

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、

町
内
に
勤
務
地
が
あ
る
も
の

参
加
種
目
は
原
則
と
し
て
一

人
一
種
目

年
齢
基
準
は
平
成
十
四
年
四

月
二
日
現
在

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
等
に
加

入
し
て
い
る
こ
と

勝
浦
町
体
育
協
会
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
審
判
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

審
判
員
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
、
も
し

く
は
こ
れ
か
ら
審
判
員
の
資
格
を
と
ろ
う

と
お
考
え
の
方
は
体
育
協
会
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

い
っ
し
ょ
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
資
格
を
と
ら
れ
る
方
の

講
習
等
の
費
用
は
体
育
協
会
に
て

負
担
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内

体
育
協
会
事
務
局

二
―
二
五
一
五

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

会
員
募
集

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
審
判
員

募

集
！！

教
育
委
員
会

心と身体をきたえるため

に剣道をしてみませんか？

小学１年生から大人まで、

男女問わず大歓迎です。

農村勤労福祉センター

（勤労者体育館）で、毎週

水曜日と木曜日の19時から

21時まで練習を行っていま

す。気楽に見学に来てくだ

さい。

連絡先 大久保 喜 正

２―2144

勝浦少年剣道教室
部員募集!

教育委員会

（月）

（１）（２）（３）

（１）（２）（３）

（４）
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農
業
協
同
組
合

条件が悪く園内道等の設置が
できにくい園地等に園内道的な
役割をさせるもの。

新設及びレールの増設を対象とする。
事業限度額は、100ｍ当たり150万円までとす
る。

10分の２以内 ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

３ 単軌条運搬機導入事業

農
業
協
同
組
合

果樹労働の省力化を図るもの。 ①クローラ型、ホイル型は問わないが、導入する園
地の形状にあった有効活用ができる型式とする。
②積載量は原則として250㎏～400㎏までとする。
小型動力運搬機代

10分の２以内 ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

４ 小型動力運搬機導入事業

農
業
協
同
組
合

施設園芸の振興を図るため、
暖房施設等の設備費に対し補助
し、収益の向上、経営の安定を
図る。

①自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。
②補助対象規模は、１施設当たり２ａ以上と
し、当該年度に１施設とする。
暖房施設の導入に要する経費

10分の２以内 ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

５ 農業用ハウス暖房施設導入事業

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

農産物の貿易自由化の進展に
伴い、国際化社会の中で外国農
業との競争力強化を図るため、
国際化社会に対応できる人材の
育成を図る。

農業者の組織する団体で勝浦町内において
過去３年以上組織として活動していること。
①１組織の参加人員は５人以上とする。
②海外視察の目的等を記載した計画書を提出
し、町長の承認を得ること。
③同一団体の再度海外研修の申し出は、原則
として認めない。
④出発から帰着までの期間中における病気け
が、盗難、事故等が生じても町は一切の責
任を負わないものとする。
⑤帰国後、視察報告書を作成するとともに発
表、投稿等に協力できること。
農業者育成研修に要する経費

１人当たりの
限度額を７万
円、若しくは
事業費の10分

の３以内のい
ずれか低い額
とする。

産業振興課

６ 先進海外農業視察研修事業

農
業
協
同
組
合

耕作放棄地の減少に努めると
ともに、農地が持つ公益的機能
の維持と農村景観の保全を図る
ため、苗木の導入を支援する。

①労働力不足等により耕作を放棄しようとする農家。
②導入樹種は、さくら、花桃、花梅等で農村
の景観形成に資するもの。
苗 木 代

２分の１以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

７ 農地保全支援事業

農
地
貸
付
者

農地の流動化を促進するため、
賃貸借権を設定した場合に貸付
者に対し補助する。

５年以上の期間で賃貸借権を設定した場合
別表９の「農業委員会が定める標準小作料」
を基準とする。

10ａ当たり標準
小作料の５年間
の10分の２以内

産業振興課

８ 農地利用集積流動化支援事業

認
定
農
業
者
等

家畜飼養管理に大きなウェー
トを占める給餌作業を機械化す
ることにより省力化し、畜産農
家の経営の安定を図る。

畜種ごとにおおむね
酪農・成牛 20頭 養 豚 200頭
肉 用 牛 60頭 採卵鶏・成鶏 1，000羽
以上を常時飼養する専業または複合経営農
家とする。

10分の２以内
とし、上限は
50万円とする。

産業振興課

９ 家畜自動給餌機技術導入事業

認
定
農
業
者
等

新たに農業を始めようとする
青年等に対し、経営を開始する
際の準備資金を助成することに
よって就農を支援する。

①勝浦町に住所並びに事業地（ほ場）を有す
る者または有することが確実である者
②国の制度資金である「就農支援資金」の
「就農施設等資金」を活用し、自立した農
業経営を開始する者または開始している者
月額６万円とし、貸付日の翌月から12ヶ月
４半期ごとに交付する。

産業振興課

10 新規就農者支援事業
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平成14年度 町単補助事業のご案内
産業振興課

事業主体 事 業 内 容 採択基準及び経費 補 助 率 申 込 先

す
る
団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
協
同
組
合
、
農
業
者
の
組
織

小規模土地改良事業
農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない小規模な農用地の造
成、放任園の再開園、果樹園
及び水田の平坦地化への改良
事業。

①でき上がり後の作目は、農業経営基盤強化
促進基本構想（平成６年３月制定）に定める
もの。またはこれらの関連施設であること。
②造成後の有効利用面積が５ａ以上で、勾配
は各種のハウス栽培等が可能な10％以内と
する。
③原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。
ほ場の造成改良に必要な農業用機械使用料と
石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は
50万円とする。

産業振興課

団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道整備事業
農作業の省力化、軽労働化
等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない園内道の新設、改良
を行う事業。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上である
こと。
②原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。
園内道の新設、改良に必要な農業用機械使用
料と石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内

とし、上限は
50万円とする。

産業振興課

団
体
、
認
定
農
業
者
等

農
業
者
の
組
織
す
る

園内道舗装補助事業
国、県等が実施する補助事
業の採択基準に満たない園内
道の舗装を行い、軽労働化、
省力化を推進し、作業能率の
向上を図るもの。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上とする。
②生コンの厚さは、10㎝を標準とする。
園内道の舗装に必要な生コンクリート代

２分の１以内

とし、上限は
50万円とする。

産業振興課

農
業
協
同
組
合

畜産環境・土づくり
関連対策事業
町内家畜糞を原料とした良
質で安価な堆肥を安定的に耕
種農家に供給することにより
地力増進を図り、農家の経営
安定と畜産環境保全を図る。

①野菜、果樹等を栽培するために、堆肥を必
要とする農家であること。
②勝浦町畜産環境システム施設で製造の牛糞
堆肥または豚糞堆肥を使用すること。
③補助対象施肥量は、別表８に定める施用基
準の２分の１以上とする。
土づくりに必要な堆肥の供給代

10分の２以内 ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

１ 土地基盤整備事業

農
業
協
同
組
合

ハウス施設、大型トンネルを
設置した場合補助金を交付し、
施設園芸の振興を図る。

①補助対象規模は、１戸当たり２ａ以上。
②大型トンネル施設にあっては５ａ以上。
③自立経営を目指し、意欲的に農業経営に取
り組んでいる農家であること。
補助対象事業費は、800万円を限度とし、別表
７の補助対象事業費を用いる。ただし、補助
対象事業費に満たないときは実事業費とする。

別表７の補助
対象事業費ま

たは実事業費
の10分の２以
内。

ＪＡ東とくしま
勝浦統括支所

２ ハウス施設新設奨励事業

（１）

（２）

（３）

（４）

農業経営の合理化・近代化等を推進するため、勝浦町では各

種補助事業を設けていますので、ご紹介します。

○補助制度を希望される方は、平成14年６月３日(月 )から６月７日(金 )まで

役場産業振興課で聞き取りを行いますので、この期間に受付を済ませ

てください。

○この期間を過ぎると、今年度は補助制度を受けられないことがありま

すので、ご注意ください。

○広報かつうら５月号に折り込みの“事業計画書”にご記入のうえ、ご

持参ください。

詳しいことは、役場産業振興課（ ２―1505）またはＪＡ東とくしま

勝浦統括支所（ ２―2521）までお問い合わせください。
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次
の
と
お
り
事
務
職
員
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

事
務
職
（
経
理
事
務
他
全
般
）

採
用
人
数

一
名町
内
に
在
住
す
る
者
お

よ
び
勝
浦
町
出
身
者

募
集
条
件

二
十
五
歳
以
上
四
十
歳
ま
で

大
学
卒
業
者
（
四
年
制
）

募
集
期
間

平
成
十
四
年
五
月
一
日
か
ら

五
月
十
七
日

選
考
方
法

筆
記
試
験

小
論
文

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
文
章
作

成
お
よ
び
表
計
算

面

接

選

考

日

五
月
二
十
四
日

午
前
九
時
三
十
分

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

大
会
議
室

提
出
先
お
よ
び
連
絡
先

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
平
一
二
八
―
一

詳
し
く
は

学
園
（

二
―
四
八
一
〇
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

来
る
週
休
二
日
制
を
控
え
、
学
校
授
業

終
了
後
、
長
期
休
業
日
な
ど
の
間
、
お
子

様
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

い
ろ
ん
な
体
験
を
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
児
童

小
学
校
一
か
ら
三
年
生
く
ら

い
の
児
童

保
育
時
間

学
校
の
あ
る
日
は
、
下
校
時

か
ら
午
後
六
時
三
十
分
ま
で

一
日
保
育
の
と
き
は
、
午
前

八
時
か
ら
午
後
六
時
三
十
分

ま
で(

土
曜
日
、
臨
時
休
校

日
、
長
期
休
業
中
、
代
休
な

ど)

保

育

料

入
会
金

六
千
円

（
保
険
料
を
含
む
）

平
常
月

六
千
円

長
期
休
業
月
の
み

四
、七
、十
二
月

七
千
円

八
月

一
万
円

一
時
預
か
り

三
百
円
／
時
間

七
百
円
／
日

同
時
募
集

学
童
保
育
で
は
、
私
た
ち
と

一
緒
に
子
ど
も
中
心
の
企
画

を
考
え
て
く
れ
る
指
導
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

学
童
ク
ラ
ブ
携
帯
電
話

〇
九
〇
―
七
七
八
三
―
〇
二
四
七
ま
で

勝
浦
町
の
大
工
さ
ん
の
日
当
は
、
二
万

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
て

五
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。「
消
費
者
月

間
」
と
は
、
消
費
者
の
利
益
を
守
る
た
め

に
制
定
さ
れ
た
消
費
者
保
護
基
本
法
が
昭

和
六
十
三
年
五
月
に
施
行
二
十
周
年
を
迎

え
、
こ
れ
を
機
に
毎
年
五
月
が
「
消
費
者
月

間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
消
費
者
と
し
て
自

立
し
、
正
し
い
判
断
や
選
択
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
ま
し
ょ
う
。

学
校
法
人
勝
浦
学
園

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

職
員
募
集

お知らせ

五
月
は

消
費
者
月
間
で
す

住

民

課

生
比
奈
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ

新
規
ク
ラ
ブ
員
募
集

勝
浦
町
大
工
組
合
か
ら

日
当
二
万
円

４日 竹炭づくり 竹細工（水鉄砲）
５日 こんにゃくづくり
12日 草木染め
19日 絵手紙づくり
26日 お手玉遊び

時 間 10時から12時まで

料 金 体験料500円＋材料代

その他 予約により、山菜採り、ます釣り
あめごのつかみ取りができます。
※団体・グループの場合、上記日程以
外でも実施可能です。気軽にお問い
合わせください。 ４－2110

ふれあいの里 さかもと
５月農村体験のお知らせ

（１）（２）（３）（４） （１）（２）

（金）

（土）

（日）

（日）

（日）

（日）
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ワ
ン
パ
ク
教
室
へ
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
！

日

時

毎
週
水
曜
日
十
時
か
ら

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

リ
ズ
ム
室
・
園
庭

対
象
者

〇
歳
か
ら
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者

○
生
比
奈
保
育
所
の
園
庭
や
リ
ズ
ム
室
で

好
き
な
遊
び
を
し
た
り
、
楽
し
く
歌
を

歌
っ
た
り
リ
ズ
ム
遊
な
ど
を
し
ま
す
。

○
み
ん
な
で
育
児
や
子
ど
も
さ
ん
の
成
長

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
親
睦
を
深
め
あ
っ

て
い
ま
す
。

○
月
一
回
保
健
師
さ
ん
が
身
長
や
体
重
を

測
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
相
談
も
し
て

く
れ
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
気
楽
に
参
加
し
て
皆
で

楽
し
い
教
室
に
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
名
札

代
の
百
円
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

育
児
相
談
事
業

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
の
悩
み

相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
で
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
直
接
保
育

所
に
来
て
い
た
だ
い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

生
比
奈
保
育
所

（

二
―
三
〇
七
七
）

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

五
月
二
十
日

か
ら
二
十
六
日

ま
で

「
春
の
行
政
相
談
強
調
週
間
」
と
な
り
ま
す
。

国
、
県
、
市
町
村
な
ど
の
行
政
に
関
す

る
苦
情
や
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞
い
て
、

そ
れ
ら
の
解
決
を
図
り
、
行
政
運
営
の
改

善
に
反
映
さ
せ
る
の
が
総
務
省
の
行
政
相

談
制
度
で
す
。

行
政
相
談
強
調
週
間
は
、
こ
の
制
度
を

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
行
政

相
談
委
員
が
、
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の

支
援
の
も
と
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
所
で
は
、
道
路
、

年
金
、
福
祉
介
護
等
に
加
え
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
受
付
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所

日

時

平
成
十
四
年
五
月
十
七
日

午
後
一
時
か
ら
四
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階
相
談
室

担
当
行
政
相
談
委
員

高
橋
嗣
男
さ
ん

相
談
内
容

○

道
路

○

交
通
安
全

○

年

金
、
福
祉
、
介
護
保
険

○

登

記
事
務

○

環
境
衛
生

○

雇

用
保
険
、
労
災
保
険
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働

○

消
費
者
保
護

○

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス

○

郵

便
・
貯
金
・
簡
易
保
険
な
ど
役

場
の
仕
事
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・

日
本
た
ば
こ
や
公
庫
・
公
団
・

事
業
団
と
い
っ
た
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
―

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

福

祉

課

29日 22日 15日 ８日

○
四
・
五
月
生
ま
れ
の
お
友
達
の

お
誕
生
会

○
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

○
保
健
師
さ
ん
に
よ
る
健
康
相
談

と
身
体
測
定

○
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○
歌
・
紙
芝
居

○
手
型
押
し
遊
び

○
お
誕
生
会
写
真
撮
影

○
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

○
平
成
十
四
年
度
の
受
付

○
ワ
ン
パ
ク
だ
よ
り
配
布

○
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○
歌
・
手
遊
び
・
紙
芝
居

五
月
の
予
定

春
の
行
政
相
談

強
調
週
間

（水）（水）（水）（水）

（月）

（金）

（日）
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私
は
、
小
学
生
の
時
に
、
大
変
怖
い

思
い
を
し
た
。
登
校
の
途
中
、
車
か
ら

降
り
て
き
た
若
い
男
の
人
に
左
腕
を
ハ

ン
マ
ー
で
殴
ら
れ
た
の
だ
。

家
か
ら
は
ほ
ん
の
約
一
分
の
路
上
だ
っ

た
が
、
私
は
と
っ
さ
に
腕
を
ふ
り
切
り

夢
中
で
逃
げ
た
。
痛
み
が
分
か
ら
な
い

ほ
ど
動
転
し
て
、
怖
く
て
怖
く
て
体
中

が
が
た
が
た
震
え
て
す
ぐ
に
は
誰
に
も

言
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
時
間
目
の
休
み
時
間
に
、
思
い
切
っ

て
保
健
室
に
行
き
、
傷
の
手
当
て
を
し

て
も
ら
っ
た
時
、
よ
う
や
く
養
護
の
先

生
に
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
養
護

の
先
生
の
連
絡
で
す
ぐ
に
校
長
先
生
と

教
頭
先
生
が
来
て
そ
の
時
の
様
子
を
詳

し
く
聞
か
れ
、
先
生
方
に
知
ら
さ
れ
た
。

教
室
に
戻
っ
て
間
も
な
く
し
て
、
担

任
の
先
生
が
入
っ
て
き
て
、
私
の
事
件

の
事
を
み
ん
な
に
話
し
た
。
い
っ
せ
い

に
み
ん
な
が
私
の
こ
と
を
見
る
の
で
と

て
も
嫌
な
気
分
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
休
み
時
間
の
た
び
に
下
級
生
や

同
級
生
が
私
の
所
へ
き
て
は
、「
大
丈
夫
。」

「
怖
く
な
か
っ
た
。」
な
ど
と
聞
か
れ
た
。

そ
の
た
び
に
私
は
す
ご
く
嫌
だ
っ
た
。

そ
の
日
は
警
察
の
人
が
き
て
現
場
検

証
に
立
ち
会
っ
た
り
放
課
後
は
、
母
と

警
察
ま
で
行
き
夜
遅
く
ま
で
、
モ
ン
タ
ー

ジ
ュ
写
真
の
作
成
に
協
力
さ
せ
ら
れ
た
。

夢
中
だ
っ
た
の
で
、
は
っ
き
り
と
は
犯

人
の
特
徴
は
覚
え
て
い
な
い
の
に
「
百

点
満
点
中
何
点
ぐ
ら
い
。」「
八
十
点
。」

「
残
り
の
二
十
点
は
ど
こ
が
違
う
。」
そ

の
問
答
の
く
り
返
し
で
、
ま
る
で
私
が

犯
人
の
様
な
気
分
に
な
る
程
追
い
つ
め

ら
れ
る
気
が
し
て
と
て
も
苦
し
か
っ
た
。

翌
日
か
ら
は
、
パ
ト
カ
ー
や
先
生
方

が
、
学
校
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く

れ
た
。
学
校
や
家
に
マ
ス
コ
ミ
の
取
材

が
来
た
り
し
て
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
報

道
さ
れ
た
の
で
私
の
事
が
有
名
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
お
店
に
行
く
と
私
の
名

前
ま
で
知
っ
て
い
て
根
掘
り
葉
掘
り
聞

い
て
く
る
。
周
り
の
人
が
、
み
ん
な
私

を
お
も
し
ろ
が
っ
て
見
て
い
る
気
が
し

て
、
外
に
出
る
の
が
苦
し
く
な
っ
た
。

も
っ
と
嫌
だ
っ
た
の
は
、
学
校
の
正

門
や
事
故
現
場
、
駅
前
に
事
件
を
知
ら

せ
る
看
板
が
大
き
く
設
置
さ
れ
た
事
だ
。

私
は
微
熱
が
続
き
、
気
持
ち
が
不
安
定

に
な
り
、
学
校
に
行
っ
て
も
教
室
に
い

ら
れ
な
く
な
り
、
保
健
室
で
先
生
と
話

し
を
し
て
は
早
退
す
る
日
が
続
い
た
。

気
持
ち
の
動
揺
か
ら
か
、
じ
ん
ま
し
ん

が
出
て
、
外
科
・
皮
膚
科
・
心
療
内
科

に
通
う
は
め
に
な
っ
た
。

殴
ら
れ
た
事
や
傷
の
痛
み
よ
り
心
が

一
番
痛
か
っ
た
。
学
校
で
す
ぐ
に
言
わ

な
か
っ
た
の
が
悪
い
、
子
ど
も
一
一
〇

番
に
助
け
を
求
め
な
か
っ
た
の
が
悪
い

と
か
、
し
ま
い
に
は
狂
言
芝
居
と
い
う
う

わ
さ
ま
で
流
れ
た
。
恐
ろ
し
い
思
い
を

し
て
傷
つ
い
た
私
が
、
な
ぜ
追
い
つ
め

ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

警
察
も
学
校
も
そ
の
時
の
状
況
や
と
っ

さ
の
出
来
事
で
無
我
夢
中
だ
っ
た
事
を
、

本
当
に
理
解
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
興
味
半
分
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が

こ
の
事
件
の
事
を
分
析
し
批
評
す
る
。

そ
の
事
で
、
も
っ
と
苦
し
い
思
い
を
す

る
人
間
が
い
る
事
な
ど
気
に
も
せ
ず
、

他
人
事
だ
か
ら
、
お
も
し
ろ
が
る
人
も

い
た
の
だ
。
他
人
の
痛
み
は
分
か
ら
な

い
の
だ
か
ら
私
と
同
じ
よ
う
な
経
験
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
皆
同
じ
よ
う
な
思

い
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

被
害
に
遭
っ
た
人
が
、
少
し
で
も
早
く

精
神
的
に
立
ち
直
る
事
が
で
き
る
よ
う

な
ケ
ア
を
一
番
先
に
す
べ
き
な
の
に
、

そ
の
事
を
お
き
ざ
り
に
し
て
い
る
気
が

し
て
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
件
が
く

り
返
さ
れ
る
事
の
な
い
よ
う
勇
気
を
持
っ

て
報
道
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
被
害
に

遭
っ
た
人
が
少
し
で
も
精
神
的
に
楽
に

な
れ
る
よ
う
、
人
と
し
て
の
権
利
を
優

先
に
し
て
対
応
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

本
当
は
学
校
を
休
み
た
く
て
仕
方
な

か
っ
た
が
、
休
め
ば
も
っ
と
行
け
な
く

な
る
と
思
い
、
と
り
あ
え
ず
私
は
頑
張
っ

て
登
校
し
た
。
一
ヶ
月
以
上
も
早
退
す

る
日
は
続
い
た
が
、
養
護
の
先
生
は
い

つ
も
穏
や
か
に
接
し
、
私
の
苦
し
み
を

真
剣
に
聞
い
て
く
れ
、
母
も
説
教
め
い

た
事
を
言
わ
ず
、「
迎
え
に
き
て
。」
と

電
話
す
る
と
、
毎
日
す
ぐ
に
か
け
つ
け

て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
悩
ん
だ
私
は
夢
中
に
な
れ
る
も
の
を

探
し
た
。
そ
し
て
中
学
受
験
を
思
い
つ

い
た
の
だ
。
決
心
し
た
の
が
受
験
日
の

一
ヶ
月
前
。
当
然
時
期
的
に
は
手
遅
れ

だ
っ
た
が
、
両
親
は
、「
納
得
で
き
る
ま

で
や
っ
て
み
な
さ
い
。」
と
賛
成
し
て

く
れ
た
。
急
き
ょ
塾
に
入
っ
て
、
私
は

一
生
懸
命
勉
強
に
励
ん
だ
。
今
振
り
返
っ

て
も
、
あ
れ
ほ
ど
夢
中
に
な
っ
て
勉
強

し
た
事
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

案
の
定
結
果
は
不
合
格
だ
っ
た
が
、

私
の
心
の
中
は
一
つ
の
区
切
り
が
つ
い

た
よ
う
な
す
っ
き
り
し
た
気
持
ち
に
な
っ

て
い
た
。
そ
し
て
卒
業
す
る
頃
に
は
立

ち
直
る
事
が
で
き
て
、
友
達
と
も
、
今

ま
で
通
り
普
通
に
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

今
で
も
当
時
の
事
を
覚
え
て
い
る
人

に
、「
そ
う
い
え
ば
あ
の
事
件
ど
う
な
っ

た
。」
と
聞
か
れ
る
。
そ
う
言
わ
れ
る

度
に
心
が
ズ
キ
ン
と
す
る
が
、
よ
う
や

く
何
と
か
か
わ
す
事
が
で
き
る
よ
う
に

ま
で
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、
私
は

被
害
に
遭
っ
た
人
が
ど
れ
だ
け
苦
し
ん

で
い
る
か
を
配
慮
し
た
上
で
の
対
応
が

十
分
に
で
き
る
社
会
が
一
日
も
早
く
訪

れ
る
事
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

心 の 傷

かたりあうページ
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駐
在
所
だ
よ
り

小
松
島
警
察
署

勝
浦
町
横
瀬
駐
在
所
長

大
石
敬
司

四
月
一
日
付
の
移
動
に
よ

り
徳
島
西
警
察
署
不
動
本
町

駐
在
所
か
ら
小
松
島
警
察
署

勝
浦
町
横
瀬
駐
在
所
に
着
任

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
は
徳
島
市
内
で
妻

と
二
人
で
お
世
話
に
な
り
ま

す
。初
め
て
の
土
地
で
右
も
左

も
判
り
ま
せ
ん
が
何
ら
か
の

足
跡
が
残
る
様
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

小
松
島
警
察
署

勝
浦
町
坂
本
駐
在
所
長

森

利
明

今
年
の
四
月
一
日
付
の
人

事
異
動
に
よ
り
、
徳
島
西
警

察
署
蔵
本
交
番
か
ら
小
松
島

警
察
署
勝
浦
町
坂
本
駐
在
所

に
着
任
し
て
来
ま
し
た
森
利

明
で
す
。

生
ま
れ
は
名
東
郡
佐
那
河

内
村
で
、
住
居
も
あ
り
単
身

赴
任
し
て
き
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
は
佐
那
河
内
村
と

よ
く
似
た
地
形
で
あ
り
、
人

情
厚
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
か
ら
事
件
事
故
の

な
い
、
明
る
く
楽
し
い
町
に

な
り
ま
す
よ
う
、皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

暴力団の
壊滅･解体に向けて

暴力追放３ない運動の実践

警察は、暴力団犯罪に対しては、徹底

した取締りを行っています。暴力団に対

しては、次のことを実践してください。

暴力団に関する相談電話

暴力団に関する相談等については、

各警察署、駐在所および

徳島県警察本部暴力追放ダイヤル

088―626―0110

徳島県暴力追放県民センター暴力団

相談ダイヤル

088―656―0110

にお気軽に相談してください。

秘密は絶対に守ります。

暴力団を恐れない

暴力団に金を出さない

暴力団を利用しない

①悪質・危険な運転の罰則が引き上げられた。
例酒酔い運転
２年以下の懲役または10万円以下の罰金
→３年以下の懲役または50万円以下の罰金
無免許運転
６月以下の懲役または10万円以下の罰金

→１年以下の懲役または30万円以下の罰金

②極めて悪質・危険な運転者に対して、1回
目の取消しであっても５年の欠格期間が指

定できるようになる。

③悪質・危険な行為に関する違反点数を引き
上げる。
○酒酔い運転、麻薬等運転や共同危険行為等の
禁止違反 （15点→25点）
○無免許運転 （12点→19点）
○酒気帯び運転（呼気中のアルコール濃度0.25
㎎/ 以上）や過労運転など （６点→13点）
○救護義務違反（ひき逃げ）

（付加点数10点→23点）

④死亡事故の付加点数を引き上げる。
（13点または９点→20点または13点）

⑤被害の程度が重い重症事故または後遺症が残

る交通事故の場合の付加点数を引き上げる。
（９点または６点→13点または９点）

⑥罰則の対象となる酒気帯び運転のアルコー

ル体内保有濃度の基準値を引き下げる。
（0.25㎎/ →0.15㎎/ ）

悪質･危険運転者対策の強化

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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ククリリーーンン情情報報

犬の登録と狂犬病予防接種のお知らせ
平成14年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。今年度は、

これが最後ですので受けていない方は最寄りの場所で必ず受けてください。

〇 登録料 3,000円
（平成７年度以降に登録された方は不要です）

〇 注射料 3,000円
平成７年度以降に犬の登録をされた

方は、注射案内通知のハガキを必ず

ご持参ください。

〇問い合わせは

役場住民課（ ２－1501）

狂犬病は、現在日本では発生していません

が、外国では発生例が伝えられています。外

国からの輸入動物が多い現在、狂犬病も感染

する恐れがあります。

月日 場 所 時 間

五

月

十

二

日

坂 本 郵 便 局 前 午後 １:00～１:10

ＪＡ坂本事業所前 １:15～１:25

与川内消防詰所前 １:30～１:40

徳バス横瀬営業所前 １:45～１:55

Ｊ Ａ勝浦支所前 ２:00～２:10

中 山消防詰所前 ２:15～２:25

勝 浦 会 館 ２:30～２:40

大森良樹さん宅南 ２:45～２:55

古 山 商 店 横 ３:00～３:10

ＪＡ生比奈支所前 ３:15～３:25

農 村 婦 人 の 家 ３:30～３:40

生 名センター前 ３:45～３:55

平成14年度 狂犬病予防注射日程表

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。

必ず受けるようにしてください。

お願い

狂犬病について

飼
い
犬
は生
涯に
１回
の登録と

毎年１回の狂犬病予防注射を受けましょ
う
。

死亡届と変更届 犬の生涯に
１回の登録

毎年1回の
狂犬病予防注射
狂犬病予防注射は、毎年1回受

けなければなりません。

（犬の体調が悪いとき、治療

中の病気があるときは、あら

かじめ獣医師に相談し

てください。）

犬を飼い始めたときや、まだ

登録を受けていない場合は、

登録を受けましょう。

一度登録するとその犬の

生涯に有効です。

また、犬が死亡したときや犬の所在が

変わったとき飼い主が変わったときは、

最寄りの市町村長を経由して知事に変

更届をする事が義務づけられています。

（違反した場合は、未登録、

未注射と同様に罰則が適用

されます。）

（日）



19

５月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

５
月
11
日

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日
（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（21日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

５月
収集日 地 区 設 置 場 所

５
月
７
日

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日
（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（20日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。それ以外
は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

今月の回収日 ５月４日 午前９時まで

【
お
願
い
】
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い
ま

す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社
会
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬

は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

五
月
十
五
日

●

五
月
二
十
九
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

（火）
（土）

（水）

（土）

（水）

（１）

（２）

（３）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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国保と医療費

国民健康保険税２割軽減制度について

この制度は、世帯主＋その世帯の被保険者の合計所得

<33万＋35万>×被保険者数の条件を満たしている世帯の

均等割額と平均割額の合計の20％が減額される制度です。

該当する世帯には、役場から申請書を送付しますので

記入・押印のうえ、締め切り日までに勝浦町役場税務課

へ提出してください。

提出がない場合は、軽減が受けられませんのでご注意

ください。なお、７割・５割軽減につきましては申請は

必要ありません。

※各軽減は、平成13年中の所得申告をすませていないと

受けることができません。まだ申告をされていないか

たは、必ず、申告を行ってください。

国民健康保険被保険者証の検認をまだ済まされていな

い人は、旧の保険証をご持参の上、勝浦町役場税務課ま

で至急お越しください。

40歳から64歳の介護保険料は、国保料(税)として徴収します。

平成14年度 国保会計当初予算

歳 入歳 出 保険給付金
（医療費等）

391，025千円

老人保健拠出金
176，506千円

予備費
117，118千円

保健事業費 11，690千円

総務費 7，751千円

介護納付金 23，671千円 その他 9，175千円

国民健康保険税
171，952千円

国庫支出金
266，315千円

繰越金
184，693千円

交付金
68，829千円

一般会計繰入金 44，012千円 その他 1，135千円

736,936千円736,936千円
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

10 金 ポリオ生ワクチン投与 13:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成６年11月11日～平成14年
２月10日までに生まれた子で
まだ２回受けていない子

予 診 票
母子健康手帳
予防接種手帳

13 月 ツベルクリン反応検査 13:30～11:00 横瀬 小 学校
○小学校１年生全員
○小学校２年生で小学校
１年のときツ反陰性で
ＢＣＧ接種を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

14 火
デ イ ・ ケ ア
「 た ん ぽ ぽ の 会 」

13:30～15:00 住民福祉センター 会 員

15 水
ツベルクリン反応判定
と陰性者にＢＣＧ接種

14:00～10:30 横瀬 小 学校
13日にツベルクリン反応
検査を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

16 木
食生活改善推進員総会
並 び に 研 修 会

13:00～16:00
農村環境改善
セ ン タ ー

ヘルスメイト
エ プ ロ ン
筆 記 用 具
会 費

17 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成10年11月１日～平成
11年２月28日までに生ま
れた子

予 診 票
母子健康手帳

20 月 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

21 火 ツベルクリン反応検査 13:30～11:30 勝浦 中 学校
○中学校1年生全員
○中学校2年生で中学校
１年のときツ反陰性で
ＢＣＧ接種を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

23 水
ツベルクリン反応判定
と陰性者にＢＣＧ接種

13:30～11:00 勝浦 中 学校
21日にツベルクリン反応
検査を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

24 金

乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年９月１日～平成
14年２月28日までに生ま
れた子

母子健康手帳

介 護 者 教 室 19:30～11:00 坂本 集 会所 一 般 住 民

27 月 ツベルクリン反応検査 13:30～11:00 生比奈小学校
○小学校１年生全員
○小学校２年生で小学校
１年のときツ反陰性で
ＢＣＧ接種を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

28 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 横瀬 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

29 水
ツベルクリン反応判定
と陰性者にＢＣＧ接種

14:00～14:00 生比奈小学校
27日にツベルクリン反応
検査を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

５月の保健行事 〈問い合わせ先 福祉課保健師へ 2-1502〉

ま
む
し
に

か
ま
れ
た
ら

五
月
～
十
月
に
か
け
て
は
マ
ム

シ
の
出
没
期
で
す
。
も
し
、
マ
ム

シ
に
か
ま
れ
た
ら
応
急
処
置
を
し

て
、
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

応
急
処
置
と
受
診

○
傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ

ろ
を
強
く
し
ば
る
。

○
十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り

を
解
い
て
血
を
通
し
、
ま
た

し
ば
る
。

○
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を

受
け
る
。

血
清
の
保
管
場
所

○
勝

浦

病

院
（
勝
浦
町
棚
野
）

〇
八
八
五
四
―
二
―
二
五
五
五

○
福
原
診
療
所
（
上
勝
町
福
原
）

〇
八
八
五
四
―
六
―
〇
三
〇
二

○
上
勝
町
診
療
所
（
上
勝
町
正
木
）

〇
八
八
五
四
―
四
―
五
〇
一
〇

保
管
期
間

平
成
十
四
年
五
月
一
日
か
ら

十
月
三
十
一
日
ま
で
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定期予防接種実施期間 個別接種

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 実施場所

３種混合
赤岩医院

勝浦病院

山西医院

２種混合

麻 し ん

風 し ん

日本脳炎

※あらかじめ医療機関にお問い合わせください。

接種料金について

３種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風）…………………… 無 料

２種混合（ジフテリア・破傷風）…………………………… 無 料

風 し ん ………………………………………………… 無 料

麻 し ん ………………………………………………… １,000円

日本脳炎（1回につき） ………………………………………… 500円

※接種料金については、生活保護世帯の者、準要保護者として認定を受けて

いる者はすべて無料となります。（ただし、定期接種分に限る）

○任意接種（定期接種の年齢以外の者や実施期間以外に接種した場合）となっ

た場合は接種料金が全額自己負担となります。次の料金を医療機関の窓口

にてお支払いください。

日本脳炎１回につき5,000円、麻しん6,000円、風しん6,000円、

３種混合１回につき5,500円、２種混合4,500円

問い合わせ先

役場福祉課保健師まで
２－1502

新
し
い
小
児
救
急

医
療
体
制
に
つ
い
て

県
で
は
、
安
心
し
て
子
供
を

産
み
育
て
る
環
境
整
備
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
休
日
、
夜
間
の
急

な
子
供
の
病
気
に
対
応
す
る
た

め
に
、県
下
を
東
部
、
西
部
、

南
部
の
三
つ
の
地
域
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
小
児
救
急
医
療
体

制
を
整
備
し
、
平
成
十
四
年
四

月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。（
東

部
に
つ
い
て
は
調
整
中
）
勝
浦

町
は
南
部
地
域
に
含
ま
れ
、
拠

点
病
院
と
し
て
、
徳
島
赤
十
字

病
院
に
お
い
て
、
二
十
四
時
間

三
六
五
日
小
児
科
専
門
医
が
対

応
し
て
い
ま
す
。

な
お
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、

念
の
た
め
電
話
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。

徳
島
赤
十
字
病
院

小
松
島
市
中
田
町
字
新
開
二
八
―
一

〇
八
八
五
三
―
二
―
二
五
五
五

保 健 だ よ り

４月から、３種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）、麻しん、風しんの

予防接種を実施していますが、５月から日本脳炎の予防接種も始まります。
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平成13年度の図書館利用者数は、31，848人です。

県立図書館との連携を密にして、皆様のご要望に応

じられるよう努めていきたいと思っております。

本年度もなお一層ご利用くださいますよう、お願

い申し上げます

一

般

書

煌
く
誉
生

森
村
誠
一

パ
ン
ド
ラ
の
娘

藤
本
ひ
と
み

流

砂

藤
田
宜
永

善

魂

宿

坂
東
真
砂
子

幽

幻

街

菊
地
秀
行

左
遷

外

内
村
幹
子

レ
イ
ク
サ
イ
ド

東
野
圭
吾

け

な

げ

荻
野
ア
ン
ナ

哲

学

島
田

紳
助

松
本
人
志

あ
か
ん
べ
え

宮
部
み
ゆ
き

十
九
歳
の
無
念
―
須
藤
正
和
さ
ん
リ
ン
チ
殺
人
事
件
―

三
枝
玄
太
郎

自
分
で
で
き
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
マ
ミ
・
レ
ヴ
ィ

児

童

書

ち
い
さ
な

く
れ
よ
ん篠
塚
か
を
り
／
作

安
井

淡
／
絵

ぐ
り
と
ぐ
ら
の
お
お
そ
う
じ

な
か
が
わ
え
り
こ

や
ま
わ
き
ゆ
り
こ

ち
い
さ
な

た
ま
ね
ぎ
さ
ん

せ
な
け
い
こ
／
作
・
絵

そ
ら
は

さ
く
ら
い
ろ

村
上
康
成

あ
か
ま
る
ち
ゃ
ん
と
く
ろ
ま
る
ち
ゃ
ん

上
野
与
志
／
作

村
松
カ
ツ
／
絵

と
も
だ
ち
や

内
田
麟
太
郎
／
作

降
矢
な
な
／
絵

新
着
図
書
紹
介

五
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

十
一
日

午
後
二
時
～

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
六

午
後
二
時
～

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

一
日
・
八
日
・
十
五
日

二
十
二
日
・
二
十
九
日

休

館

日

六
日
・
十
三
日
・
二
十
日

二
十
七
日
・
三
十
一
日

※
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る
時

の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

四
月
に
小
学
一
年
生
に

な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
へ

一
年
生
に
な
っ
た
ら
、
図
書

館
の
受
付
で
「
図
書
利
用
カ
ー

ド
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」

を
使
っ
て
、
本
・
ビ
デ
オ
・
Ｃ

Ｄ
を
借
り
て
み
ま
せ
ん
か
？
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
図

書
館
の
人
に
き
い
て
く
だ
さ
い

ね
。
ま
っ
て
い
ま
す
。

開館
日数

利 用 者 数 貸 出 冊 数
月 当 月 累 計 一日平均 当 月 累 計 一日平均
４ 25 2，786 2，786 112 3，612 3，612 145
５ 26 2，604 5，390 101 3，255 6，487 126

６ 25 2，701 8，091 109 3，268 10，135 131
７ 25 3，108 11，199 125 3，730 13，865 150
８ 27 3，459 14，658 129 4，631 18，496 172
９ 25 3，018 17，676 121 3，622 22，118 145
10 25 2，675 20，351 107 3，336 25，454 134
11 25 2，452 22，803 99 3，412 28，866 137
12 23 2，173 24，976 95 3，048 31，914 133
１ 23 2，164 27，140 95 3，168 35，082 138
２ 23 2，242 29，382 98 3，290 38，372 144

３ 26 2，466 31，848 95 3，340 41，712 129

開館
日数

ＶＴＲ貸出 ＣＤ貸出 貸出合計
月 当 月 累 計 当 月 累 計 当 月 累 計
４ 25 899 899 88 88 4，599 4，599
５ 26 896 1，795 93 181 4，244 8，843
６ 25 913 2，708 73 254 4，254 13，097
７ 25 965 3，673 62 316 4，757 17，854

８ 27 1，256 4，929 52 368 5，939 23，793
９ 25 972 5，901 112 480 4，706 28，499
10 25 840 6，741 66 546 4，242 32，741
11 25 943 7，684 76 622 4，431 37，172
12 23 917 8，601 84 706 4，049 41，221
１ 23 862 9，463 64 770 4，094 45，315
２ 23 916 10，379 78 848 4，284 49，599
３ 26 1，089 11，468 76 924 4，505 54，104

図書館利用状況

図 書 館
だ よ り

（土）（日）
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３
月
16
日
～
４
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
三
溪
字
定
岡

桂
木
浩
志

（
大
字
中
角
字
前
山

鈴
木
由
美

大
字
生
名
字
東

尾
花
寛
之

（
阿
南
市

森

美
琴

大
字
棚
野
字
仮
家

久
保
博
和

（
美
馬
郡
美
馬
町

坂
本
桂
子

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

山
野
浩
史

長
女

大
字
三
溪

）

字
市
ノ
江

昌
美

愛まな

美み

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
生
名
字
屋
敷

戸
川
ノ
ブ
ヱ（
85
歳
）

大
字
星
谷
字
高
関

多
田
萬
市（
87
歳
）

大
字
沼
江
字
銚
子
ノ
口

毎
木

進（
57
歳
）

大
字
中
角
字
五
十
田

西

敬
子（
64
歳
）

大
字
久
国
字
内
金

岡

ヒ
デ
子（
91
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

３
月
16
日
～
４
月
15
日

生
家
嗣
久
さ
ん
（
横
瀬
）

宮
本

勲
さ
ん
（
久
国
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸籍の

窓

交通事故相談日

日 時 ５月27日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

５月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月２日 上勝町診療所 ４－５０１０

５月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月５日 山 西 医 院 ２－３０２７

５月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月11日 湯 浅 医 院 ２－２００３

５月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月15日 赤 岩 医 院 ２－２００６

５月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月19日 上勝町診療所 ４－５０１０

５月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月23日 山 西 医 院 ２－３０２７

５月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月27日 湯 浅 医 院 ２－２００３

５月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月31日 赤 岩 医 院 ２－２００６

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ５月２日

５月10日
５月17日

５月24日
５月31日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

５ 月
５月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
９ 16 23 30

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
７ 14 21

午後２:00～４:00
火 火 火

歌 謡
14 21 28

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
８ 20

午後７:30～９:30
水 月

大正琴
２ ９ 25 木曜日は午後１:00～３:00

土曜日は午後６:30～８:30木 木 土

習 字
10 17 24 31

午後７:00～９:00
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（月）

（木）

（金）

（金）

（金）（水）

（火）

（金）

（日）

（木）

（月）

（土）

（水）

（金）




